








 

母乳は元来,新生児にとって最良かつ最適の栄養であることはいうまでもない

が,一時期,母乳の価値の認識不足,粉乳の発達,簡便性,過信,母乳に含有される

化学物質への危倶等によって,母乳哺育に対する積極性が低下した。 

しかし,近年に至り新生児に於ける母乳栄養の意義か再認織され,幾多の施設に

於いて,母乳栄養確立の試みがなされ,その結果,免疫,感染,精神的な面に於け

る,基礎的に重要な事実が指摘され,その優秀性が新しい観点から認められてき

た。 


